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程度の機器を第 2 図に示すようにコ

ンクリート表面を走査
することで測定ができる．測定方法は，太陽光などの外乱乱【角角角角角角角角角角角角角角角角角角角角 ∵^鉂 9社 IHI インフラシステム　技術本部開発部　博士（ 工学 ）

中　村　善　彦 株式会社 IHI インフラシステム　技術本部開発部　主幹　技術士（ 建設部門 ）

倉　田　孝　男 株式会社 IHI 検査計測　研究開発事業部基盤技術部　次長

塩害劣化を受けたコンクリート構造物の診断方法は，コア採取を行い化学分析する方法が一般的である．しかし，
コア採取は点的な評価であり，さらに補修を伴うため構造物全体の診断には不向きである．分光分析法を用いること
で，非破壊検査によってコンクリート表面の塩化物イオン濃度の分布をコンター図で表すことができる．本稿では，
飛来塩分や融雪剤の影響を受ける供用中の橋梁に本システムを適用し，構造物全体の診断を実施した結果を紹介する．

The most popular method for inspecting concrete structures for deterioration ( for example, due to chloride attack ) 
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光が入らない閉鎖系の中で，ハロゲンランプをコンクリー
ト表面に照射して，その反射光を光ファイバに集光させる．

2. 2　検量線の作成

コンクリートは
さ∵ききは リ筩 ははココココココ コ コココ コ ココ コ ココ コ ココ面コ ココ筩 は き
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2. 4　出力方法

本システムでは，プローブヘッドにエンコーダが内蔵さ
れているため，走査させた距離を出力することが可能で
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4.　測  定  結  果
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